
                                   

                                   

                                   

                                   

  

 

 

令和 4年度伊豆市一般会計（当初予算総額 214億 3,000万円）重点事業 【☆新規 ◎拡充 〇継続 】 

☆ 包括的アウトソーシング事業            6,700 万円 

☆ 公共施設マネジメント事業        1億 1,000万円 

☆ ホームページリニューアル事業         1,683万円 

☆ 公共施設の解体・跡地活用検討事業      9,263 万円 

☆ 伊豆キャンどっと混む事業           600 万円 

☆ 助産施設整備補助事業             250 万円 

☆〇 土肥地域高校魅力化支援事業         472 万円 

☆〇 移住定住促進事業              5,868 万円 

☆〇 出会い・婚活支援事業            337 万円 

☆〇 妊産婦サポート事業             137 万円 

土肥戸田衛生センター稼働停止と今後のスケジュール 

☆〇 美術館建設推進事業                3,840万円 

☆◎ 戦略的プロモーション事業        1,060万円 

☆◎ わさびの郷構想推進事業          1,792万円 

〇 牧之郷駅周辺整備事業          1億 7,936万円 

〇 新リサイクルセンター整備事業      1億 9,818万円 

〇(仮称)日向公園整備事業          4億 4,482万円 

〇 広域廃棄物処理施設整備事業      10億 0,232万円 

〇 新中学校整備事業           11億 8,676万円 

〇 公的病院移転新築補助事業        6億    円 

〇 松原公園津波複合施設整備事業     6億 5,640万円 

令和 5年 1 月稼働予定の伊豆の国市と共同で運営する「新

ごみ処理焼却施設」の整備状況は本年 10月からの試運転に

向けて工事が急ピッチで進んでいます。 

工事の概要 

受 注 者：荏原環境プラント株式会社東日本営業本部 

工事期間：令和元年 9月 26日から令和 4 年 12月 31日 

事業方式：公設民営方式（ＤＢＯ方式）※ 

処理方式：ストーカ式焼却方式（発電設備付き） 

処理能力：８２トン/日（41トン/日×2炉） 

 

伊豆市伊豆の国市 新ごみ焼却施設の進捗状況 

伊豆市・伊豆の国市新ごみ処理施設の稼働に伴う現在

の土肥戸田衛生センターの稼働停止と今後のスケジュー

ルについて... 

搬入終了:令和 4年 11月 30 日（水） 

稼働停止:令和 4年 12月 28 日（水）（沼津市と調整済） 

12 月 1 日（木）から土肥リサイクルセンターに燃やせ

るごみの直接搬入の受け入れが開始します。 

※広報 11月号で土肥戸田衛生センターの稼働停止とご

みの搬入ついて掲載する予定です。 

 

 

 

春爛漫の季節となりました。平素は格別のご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。さて、新型コロナウイルス

感染症の拡大により、まん延防止等重点措置が再延長されていましたが 3 月 21日をもってようやく全面解除され

ました。しかし依然として新規感染者数は多く、日常生活に制限を強いられる日々が続いております。 

令和 4 年 第 1 回 伊豆市議会定例会が 2月 22日に開会し、令和 3年度補正予算や令和 4年度当初予算、条例の

改正など多くの議案が上程されました。本会議での質疑、常任委員会、連合審査を経て 3月 23日の本会議に於い

てすべての議案は原案どおり可決されました。 

去る 2 月 24日、国際社会の賢明な外交努力にもかかわらず、ロシアはウクライナへの軍事侵攻に踏み切り、現

地ではロシア軍とウクライナ軍の戦闘が続いています。3 月 15 日、伊豆市議会はロシアのウクライナへの軍事侵

攻を厳重に抗議するとともに、国内への様々な影響の対策に万全を尽くすよう求める決議を全会一致で採択しま

した。この戦闘状態が一日も早く解決することを強く望みます。 

 

ごみの分別や集積所への

出し方・収集日など、基本

的なごみ出しのルールは変

わりません。資源ごみや小

型家電などのリサイクル品

については、既存のごみ処

理施設で処理します。 

 

 土肥戸田衛生センター

は当時の土肥町と戸田村

の広域施設として昭和 62

年 4月にストーカ式焼却方

式（３０トン／日）で操業

を開始しました。35年間お

世話になりました。 土肥戸田衛生センター 

※DBO とは施設の設計・建設と運営・維持管理を一括で担わせる方式 



              

 

  

 

伊豆市は令和 4 年度より窓口業務や各課の事務の補助業務等、会計年度職

員が実施している業務について、包括的に委託することにより、民間事業者

のノウハウを活用した効果的な業務への遂行、市民サービスの安定・向上と 

行財政改革の実現を目的に、包括的アウトソーシング事業を開始します。 

委託事業者はシダックス大新東ヒューマンサービス㈱中部第二支店で令和

6年度までに 16業務を委託する予定です。効率的な業務遂行を望みます。 

 

 

集会や会議等の自粛で急遽開催を見送ることもござ

い 

 

います、事前に問い合わせをお願いします。98-0400 

松原公園津波避難複合施設の進捗状況 伊豆市と伊豆の国市のごみ袋料金の違いについて 

Kettei  

新中学校（修善寺地区）建設の進捗状況 

 

 

 令和 4 年秋、伊豆市は土肥地区の沿岸部に面した松原公

園内に津波避難複合施設建設を着工します。 

この施設は有事には海水浴客や公園利用者、近隣住民の

一時避難場所、平時は展望台や商業施設を併設し来訪者の

賑わい創出に寄与する施設として整備されます。 

想定される最大津波高10ｍに対応するために海抜14ｍ以

上の高さに1200人を収容できるスペースを確保。設計業務、

施設整備、松原公園整備、道路の付け替えなどの総予算は

15億 4,340 万円で国県の補助金、合併特例債等を活用し実

質負担額は 2 億 6,659 万円。令和 5 年度中の完成を予定し

ています。この施設は地域住民等で組織する「松原公園津

波避難複合施設検討委員会」 

で建設位置、デザイン、松原

公園全体の整備について協

議を重ねて進めて来ました。 

命を守り、観光推進に寄与

する土肥地区のシンボリッ

クな施設になるよう願って

います。 

 

 

新中学校は令和 7 年の開校に向け、工期の余裕を待たせ

るため、敷地造成工事を開始しました。概算事業費は校舎・

体育館建設、敷地造成、用地取得、備品購入、測量・設計

監理等で 71 億円。国庫補助金、合併特例債等々を活用し、

実質負担額は 22 億 7,100 万円。令和 4 年度当初予算に 11

億 8,676 万円を計上しました。文教ガーデン構想が否決さ

れ開校が 5 年遅れましたが現在、新中学校開校準備委員会

で「通学方法や安全対策」、「制服・ジャージ」、「ＰＴＡ規

約・組織」等の検討が進められています。 

伊豆市ではごみの減量化やリサイクルの推進、受益者負

担等の考えで、平成 22 年 4 月よりごみ袋に処理手数料を

上乗せして販売しています。令和 4年度の予算額は、 

ごみ処理手数料 5,868 万円-(ごみ袋製造費等 1,200 万円+ 

販売店の販売手数料 633万円)＝4,035万円。 

 今後、伊豆市と共同でごみ焼却施設を運用していく伊豆

の国市は、現在上乗せをしていませんので伊豆市とのごみ

袋の料金の違いがあり、料金も統一したほうが良いので

は？との意見が出ています。 

ごみ袋の種類 燃やせるごみ プラスチックごみ

10リットル（1枚） 10円 0円

20リットル（1枚） 15円 0円

30リットル（1枚） 20円 0円

45リットル（1枚） 30円 0円

70リットル（1枚） 50円 0円

伊豆市ごみ処理手数料

※伊豆市の販売店の販売手数料は1枚3円
 

ごみ袋の種類 燃やせるごみ プラスチックごみ

15リットル（1枚） 5円 4円

30リットル（1枚） 7円 6円

45リットル（1枚） 9円 8円

伊豆の国市ごみ処理手数料

※伊豆の国市販売所の販売手数料は1枚2.2円
 

自治体の財政状況や考え方で静岡県内の市町もごみ袋

の料金はまちまちです。土肥戸田衛生センターで共同運用

している沼津市は家庭系のごみ袋には上乗せしていませ

んが、事業系ごみには上乗せをしています。 

（20リットル 1 枚 45円、45 リットル 1枚 100円） 

 上乗せをしている市町はごみ排出 

者の責任がより明確となるほか、 

市民の皆様がごみ問題に対する意 

識を一層高められ、ごみの減量化 

やリサイクルの推進並びに負担の 

公平化などを主目的としています。 

減
量
化 

 

令和 5 年 1 月稼働予定の伊豆の国市と共同の「新ごみ

処理焼却施設」は本年 10 月からの試運転が開始します。 

仮に伊豆市の住民が伊豆の国市のごみ袋を購入し、焼

却施設または中間集積所にごみを持ち込んだ場合のチェ

ック方法などの課題も挙げられています。 

伊豆市と伊豆の国市でごみ袋の統一料金の改正に向け

ての議論を進めていただきたいと思っています。 

ご
み
の 

 

海水浴客で賑わう松原公園前 


